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Abstract 
 We have developed printing and scanning system for mobile devices using MFP (Multi-Function Printer) and Skype™. The 
System enables to send scanning data directly from the MFP to a mobile device, such as a smartphone using the transfer function 
of Skype, when out of the office and do not have access to a PC (Personal Computer). In addition, the system does not require a 
static IP address because of using Skype for communication. We implemented these functions of printing and scanning on MFP 
made by RICOH™ Company, Ltd. and a PC for Skype and confirmed that the system works well.  
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1. はじめに 
 
近年では , スマートフォンの普及に伴い , ビジネ

スでもスマートフォンが利用されてきている . キー

マンズネットでは , 企業でのスマートフォンの導

入・検討状況に関する調査を行った 1 ） . その結果 , 
大企業では 29.6％がスマートフォンの企業内導入を

行っており , 平成 23年から平成 25年の 2年間で約 4倍
も増加している . しかし , スマートフォンのビジネ

ス利用にはいくつか課題があげられる .  
 
・印刷機能  

IDCではスマートフォン , タブレット利用者を対

象に印刷 , スキャン , ドキュメント管理のニーズに

ついて調査を行った2） . モバイル端末から印刷して

いない , または印刷したくない人は 50％で , これは , 
2015年までに 25％まで減少すると予想している . そ
の他に , 印刷したいが印刷方法がわからないという

回答者も多かった . この結果から , ビジネスでモバ

イル端末を利用する人のうち , 手段があれば印刷し

たいと考えている人が多いことがわかる . これによ

り , プリンタはモバイル端末からも紙書類を出力す

る装置として必要なものであることが明らかである . 
しかし , モバイル端末から印刷を行う場合 , その端

末にプリンタ固有のプリンタドライバが入っている

必要がある . しかし , OS, CPUがそれぞれ異なる多種

多様なモバイル端末において , 端末ごとにドライバ

を用意するのは難しい .  
 
・ファイル共有機能  

経済産業省では , 紙文書を電子化することで業務

の短縮化を図れるので , 電子化を推進している 3 ） . 
これは紙文書によって成り立っている業務に関して , 
すべての文書・情報を電子データとして共有するこ

とで複数人と同じタイミングで利用できるためであ

る . オフィス外や外出中の人と , インターネットを

介して相手と共有を行うことが可能である . この時 , 
クラウドのストレージサービスやメールを用いてオ

フィス外や外出中の人とデータとして共有する方法

がある . しかし , メールでは枚数の多い紙書類を共

有することは難しい . アイ・コミュニケーションで

は , ビジネスメールの実態調査を行った4） . その結

果 , ビジネスにおいてメールで送信する添付ファイ

ルは2MBが約29％ , 5MBが約18％ , 1MBが約16％であ

った . これは一般企業が受信可能とする上限は , 5MB
から10MBであることが多いためである . 
 
・文字入力機能  

その他の問題として , スマートフォンのような画

面の小さなモバイル端末では文字が入力しにくいこ

とがあげられる . 株式会社日本能率協会総合研究所

では , ソーシャルメディアの利用実態について調査

を行った5） . ソーシャルメディアユーザの利用機器

はノートPC, デスクトップPCが55％を超えているの

に対し , スマートフォンは19.1％である . 理由として , 
スマートフォンでは文字が入力しにくいという意見

がある .  
 
これらを解決するためには , 印刷したいファイル

をそのまま送信し , 外部でデータ変換などのプリン

タドライバが行う処理を行う必要がある . その他 , 
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うファイルは , サーバ上で変換されてから印刷が行

われる . スキャンデータの転送は , 複合機上の操作

パネルで , 送信するスキャンデータを選択し , 送信

相手に送信する . また , スキャンデータに対するメ

ッセージも同様に送信することが可能である . シス

テムの構成図をFig.1に示す .  

       Fig.1   System constitution diagram.  

 

3.2 要求仕様 

 本節では , 本研究のシステム , SkypEasyの要求仕様

について述べる .  
 
 SkypEasyでは以下に示す機能を実現する . 
 ・チャットや音声通話を用いて印刷オプションの

設定と合言葉によるユーザ認識 

 ・印刷ファイルの受信と印刷  
 ・任意のモバイル端末へ複合機でスキャンしたデ

ータの転送  
 ・複合機からモバイル端末へメッセージの送信 

 
これらの機能の詳細は「3.3 実装」にて説明する. 

 

（1）印刷オプションの指定, 合言葉認証 

 モバイル端末から印刷オプションや合言葉の受信

する際 , メッセージまたは音声を受信する . メッセ

ージの場合は , メッセージとして印刷オプション , 
合言葉を受信する . また , 音声データを受信する際

には , 発話された印刷オプションを認識しなければ

ならない . そのため , 音声認識を実現しなければな

らない . また , 発話された内容に対する返答を行う

ことで会話しているような感覚で印刷オプションの

設定を可能とするために合成音声を用いた返答を実

現する . 
 

・メッセージ通信 

 モバイル端末とローカル・エリア・ネットワーク

の間で通信をし , モバイル端末から印刷オプション

や合言葉をメッセージとして受信する .  
 

・音声通話 

 モバイル端末から印刷オプションや合言葉の音声

データを受信し , 返答の音声データを送信する . ま
た , 発話された内容に対する返答を行うことで会話

しているような感覚で印刷オプションの設定を可能

とするために合成音声を用いた返答を実現する . 
 
・音声認識 

 音声通話での合言葉認証 , 印刷オプション設定時

に , モバイル端末側で発話された音声を認識する . 
 
・音声合成 

 音声通話での合言葉認証 , 印刷オプション設定時

に , モバイル端末側で発話されたことに対する返答

を合成音声によって行う .  
 
（2）印刷 

モバイル端末から印刷するデータをファイル転送

機能によって受信し , 印刷する . 受信したデータは

印刷可能な PDFに変換する . この処理を行うことで

印刷可能な形式を増やすことが可能となる . 
 

・ファイルの転送 

 モバイル端末とローカル・エリア・ネットワーク

の間で通信をし , 印刷データや , 下記のスキャンデ

ータを転送する .  
 

（3）スキャン 

 複合機上でスキャンしたデータを任意のモバイル

端末へ送信する . スキャンしたデータを転送する際

や , 複合機上でメッセージを入力し , 転送するため

には , 複合機上でスキャン , メッセージの入力 , 転送

の処理は , 複合機上で行う . さらに , ユーザインター

フェース（以下UI）を複合機に搭載する . そのため , 
プログラムを動作させることができる複合機を利用

する .  
Table 1 Development schedule 

 

3.3 実装 

 モバイル端末とのメッセージ通信 , モバイル端末

との音声通信 , モバイル端末とのファイルの送受信

は , それぞれ , Skypeのチャット機能 , 音声通話機能 ,
ファイル転送機能を用いて実装した . 音声認識は , 
Google™のWeb Speech API15）を用いた . 音声認識をリ

アルタイムで行うために通信量を減らす必要があり , 
そのため , 音声データから無音部分を取り除く処理

を行うようにした . 音声合成は , Open JTalk16）を用い

て実装した . ファイル形式変換は , 変換可能な形式

を追加しやすいよう変換前の形式ごとにモジュール

化し , 実装する . 複合機は , 株式会社リコーの imagio
™ MP C3302を利用した . imagio MP C3302は , Java™の
プログラムを動作させることができ , UIも作成する

ことができる . 開発スケジュールをTable 1に , シス

テムの概要図をFig.2に示す . 
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枚数にかかわらず送信可能な通信方式や , スマート

フォンで他の入力方式を設ける必要がある .  
そこで我々は , モバイル端末から簡単に利用でき

る印刷・スキャン支援システムの実現を目的に , 複
合機とSkypeを用いて , スマートフォンやゲーム機な

どからでも利用できる印刷・スキャン支援システム

SkypEasyの開発を行った . マクロミルでは , コミュ

ニケーションアプリ認知度に関する調査を行った6） . 
結果 , Skypeが41.7%,  LINE™が33.1%, comm™が12.4%
であった . これによりSkypeは多くの人に認知されて

いるため , 通信方式としてSkypeを用いることが妥当

である .  
 本論文では , 我々が開発した , 複合機とSkypeを用

いてスマートフォンやゲーム機などのモバイル端末

でも簡単に利用できる印刷・スキャン支援システム , 
SkypEasyについて述べる . 本システムは , モバイル

端末を使用し , モバイル端末利用者が外出先におい

て任意の複合機から印刷を行う . また , 紙書類をス

キャンし , スキャンデータを利用者のモバイル端末

に転送することができる .  
 

2. 関連研究 
 
・印刷機能  

伊藤らが発明したネットワークプリントシステム

は , ファイルサーバ内の印刷したいデータを携帯端

末のWEBブラウザで選択することでコンビニ等の複

合機 , FAXから印刷を行うことが可能である7） . 彼ら

は , アプリケーションサーバ（以下AS）を用意し , 
対象のファイルサーバから印刷するデータをASに直

接メールで送信し , AS内でプリントイメージに変換

することでこれを可能とした . 彼らの発明では , フ
ァイルサーバ内のデータを印刷することを主目的と

しているため , モバイル端末内にあるデータを直接

印刷することに重点を置いていない . 
山中らが発明したプリンタ・スキャナシステムは ,  

印刷したいファイルを携帯端末からBluetooth™や赤

外線等でコンビニ等の複合機へ送信し , 印刷を行う

ことが可能である8） . また , コンビニ等の複合機で

スキャンしたデータを携帯端末に送信することもで

きる . このシステムは , Bluetoothや赤外線等に対応し

ている端末向けのシステムである . 
富士ゼロックス株式会社の開発した Print Utility™

は , 専用のアプリケーションを用いてモバイル端末

内にある写真や連絡先 , WEBページを複合機やプリ

ンタで印刷でき , また紙原稿をスキャンしてモバイ

ル 端 末 に 取 り 込 む こ と も で き る シ ス テ ム で あ る
9）,10） . このシステムは , 同じネットワーク内の複合

機 , プリンタで印刷・スキャンするためのシステム

である . 彼らの発明では , Bluetoothや赤外線等を用い

て複合機へ送信し , 印刷を行う方法や , 同じネット

ワーク内の複合機やプリンタで印刷・スキャンを行

う方法であり , 複合機が近くにある場合を想定して

いる . 
富士ゼロックス株式会社の開発したPublic Print™は , 

モバイル端末のWEBブラウザまたは , 専用のアプリ

ケーションで印刷したいデータをアップロードする

ことで , コンビニの複合機から印刷することが可能

となる11） ,12） . Public Printは , だれでも印刷すること

ができるシステムである . 印刷データのアップロー

ド時に , 8桁のプリント予約番号が発行され , その番

号でユーザを識別し , 印刷する . コンビニなどの店

舗を利用したシステム全般では , だれでも印刷を行

うことができるという点に重心をおいているため , 
予約番号を打ち込んでから印刷を開始する . そのた

め , 移動中においてオフィス等で早急に印刷物が必

要な場合には適していない . 
小佐野らの研究では , P2Pネットワークを用いて ,  

携帯電話で印刷できるシステムを提案した13） . これ

は , レンダリングサーバを用意して携帯電話からプ

リンタへ印刷を行うものである . 彼らの研究は , 携
帯電話からの印刷に重点を置いており , 様々なモバ

イル端末からの印刷に対応しない . 
 

・ファイル共有機能  
RoyらのNetwork Scanningでは , スキャンしたイメ

ージをTIFF, PDFに変換して , Eメール , FTPでユーザ

に送信することが可能である14） . このシステムをモ

バイル端末上で利用するには , Eメールで送信するが , 
モバイル端末がデフォルトでサポートしている電子

メールクライアントは , 受信できる添付容量が限ら

れている場合が多い . Android™でサポートされている

Gmail™は , 本文を含めて 25MBまでである . これは , 
他のクライアント , メールサーバを利用すれば解決

できる . しかし , 様々なモバイル端末が使われてい

る現在では , 送信相手の受信できる容量がわからな

いことが多い . 
 

3. SkypEasy 
 
 本章では , 本研究で開発した SkypEasyの概要 , 要
求仕様 , 実装 , 使用方法について述べる .  
 
3.1 概要 

SkypEasyは , モバイル端末から印刷を行うために , 
Skypeのファイル転送機能を用いてモバイル端末か

ら対象の複合機に印刷データを転送する機能を実現

する . さらに , 複合機からモバイル端末へスキャン

したデータを転送する機能も Skypeのファイル転送

機能を用いて実現する . そして , 文字入力における

入力しにくいという問題を解決するために , Skypeの
音声通話機能 , 音声認識技術 , 音声合成を用いて音

声での入力を実現する . 音声での入力は , 印刷オプ

ションの設定を行う際に使用できる . 具体的に , モ
バイル端末から印刷するには , その端末上のSkypeの
チャット・通話機能を用いて印刷オプションを入力

し , ファイルを送信して印刷を開始する . 印刷を行
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うファイルは , サーバ上で変換されてから印刷が行
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パネルで , 送信するスキャンデータを選択し , 送信
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 SkypEasyでは以下に示す機能を実現する . 
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 ・複合機からモバイル端末へメッセージの送信 
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（1）印刷オプションの指定, 合言葉認証 
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らない . また , 発話された内容に対する返答を行う

ことで会話しているような感覚で印刷オプションの

設定を可能とするために合成音声を用いた返答を実
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の間で通信をし , モバイル端末から印刷オプション
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の間で通信をし , 印刷データや , 下記のスキャンデ

ータを転送する .  
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 複合機上でスキャンしたデータを任意のモバイル

端末へ送信する . スキャンしたデータを転送する際

や , 複合機上でメッセージを入力し , 転送するため

には , 複合機上でスキャン , メッセージの入力 , 転送

の処理は , 複合機上で行う . さらに , ユーザインター

フェース（以下UI）を複合機に搭載する . そのため , 
プログラムを動作させることができる複合機を利用

する .  
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を追加しやすいよう変換前の形式ごとにモジュール

化し , 実装する . 複合機は , 株式会社リコーの imagio
™ MP C3302を利用した . imagio MP C3302は , Java™の
プログラムを動作させることができ , UIも作成する

ことができる . 開発スケジュールをTable 1に , シス

テムの概要図をFig.2に示す . 

河野壮志・斎藤晃一・清水尚彦
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かをメッセージにて説明している画面である . 図示

されているのはエミュレータでの動作である . エミ

ュレータでのソフトキーボードは , 英語以外の言語

には対応していないため , 英文でメッセージを送信

している . Fig.7は , スマートフォンから複合機へデ

ータを送信したものである . Skypeで印刷したいデー

タを複合機のアカウントへ送信すると , 印刷が開始

されたことを通知するための自動メッセージが返っ

てくる . Fig.8は , 印刷オプションを指定している画

面である . Skypeのチャット機能を用いて印刷オプシ

ョンを指定すると , 指定した印刷オプションが反映

されたことを通知するメッセージが自動で返ってく

る . Fig.9は , 合言葉認証を行った画面である . 正しい

合言葉を入力した場合 , 認証に成功するが , 入力し

た合言葉が不正であると認証されない .  
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  Fig.7   Smartphone screen after preparing printing.  
 

 Fig.8  Smartphone screen after printing option has 
been set. 

 

複合機上で動作する画面をFig.10からFig.15までに示

す . 図示されているのは全て実際の複合機と同じ環

境のエミュレータを PC上で動作させたものである . 
Fig.10に示されているのは , アプリケーションを起動

した際の初期画面である . Fig.11は , スキャンを行い , 
正常に動作が完了したことを通知するメッセージが

表示されている画面である . 通知メッセージが閉じ

ら れ た 後 , Fig.12 の 画 面 に 遷 移 す る . Fig.12 で は , 
Fig.10の画面に選択ボタンが追加されていることが

わかる . これは , スキャンを行ったことで , モバイル

端末に転送することが可能となった画像データが複

合機内に生成されたためである . 選択ボタンを押下

することで , Fig.13の画面に遷移する . この画面にて , 
送信するデータ , 送信するユーザを選択する . 選択

後 , 接続ボタンを押下し , 送信するユーザと接続を

完了させた後 , 送信ボタンを押下し , データを送信

する . Fig.14は , メッセージの送信で使用するキーボ

ードの画面である . エミュレータ環境での画面であ

るため , アルファベット入力となっているが , 実機

では日本語も入力可能である . この画面から文字を

入力し , OKボタンを押下することでメッセージを送

信することが可能である . メッセージの送信が完了

するとFig.15に示す通知画面に遷移する . 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.9 Smartphone screen after authenticate password.  

Fig.10   MFP starting screen. 

 

 Fig.16に複合機の動作の流れを , Fig.17にスマート

フォンから印刷するまでの流れを示す .  
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 本システムの通信には , Skypeを用いており , 固定

IPアドレスを用いることなく , 対象のモバイル端末

と通信できる . Skype操作は , 現在APIの公開が終了し

ているため , java.awt.Robot17）を用いて PC用の Skype
を操作する . このSkypeの操作処理は , サーバ上に実

装した . 印刷用のサーバと複合機間の通信処理 , ス
キャン処理 , メッセージの入力処理を同時に実行す

ると , スレッドが増え , 複合機の低速なプロセッサ

では , 動作に遅延が発生してしまう . そのため , 個々

の処理を同時に実行せず , スキャン , メッセージ入

力中は印刷を受け付けないように実装した . 音声通

話での合言葉認証 , 印刷オプション設定のための音

声認識は , Skypeの入っているサーバ上で録音した通

話の音声データを使用する . 録音は , PCのサウンド

カードやアプリケーションによって提供される , PC
上の音声を録音できる機能を用いる . 合成音声は , 
サーバ上で生成し再生する . 音声認識時の動作を

Fig.3, Fig.4に示す .  
 

Fig.2   SkypEasy overview. 

       Fig.3   Pre-process for upload.  

Fig.4   Recognition using Google Web Speech API. 

 

 Fig.5に示すようにファイルの変換機能は , サーバ

上に実装した .  

              Fig.5   Conversion to PDF. 
 
3.4 使用方法 

・モバイル端末での準備 

 Skypeがインストールされているモバイル端末で ,  
対象の SkypEasyの Skype IDを連絡先に追加する . 追
加後 , 自動で連絡先が共有される . この手順は初回

のみ行えば良い . 自動で連絡先が共有されるのは , 
外出中に初めて利用する場合でも , 簡単に利用でき

るようにするためである .  
  
・システム側の準備  

本システムを利用するには , システムを imagio MP 
C3302にインストールし , Skypeとその操作 , ファイ

ル形式変換を行うソフトウェアをサーバ上にインス

トールする . そして , その複合機とサーバがTCP/IP
で通信ができるように設置する . 次に , そのサーバ

上のSkypeに , システム用に使用する IDでログインす

る .  

Fig.6  Smartphone screen after receiving scanned 

data.  

 
 スマートフォン上での動作をFig.6からFig.9までに

示す . Fig.6は , 複合機でスキャンしたデータをスマ

ートフォンに転送し , そのデータがどういったもの

モバイル端末のための印刷・スキャン支援システム
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かをメッセージにて説明している画面である . 図示

されているのはエミュレータでの動作である . エミ

ュレータでのソフトキーボードは , 英語以外の言語

には対応していないため , 英文でメッセージを送信

している . Fig.7は , スマートフォンから複合機へデ

ータを送信したものである . Skypeで印刷したいデー

タを複合機のアカウントへ送信すると , 印刷が開始

されたことを通知するための自動メッセージが返っ

てくる . Fig.8は , 印刷オプションを指定している画

面である . Skypeのチャット機能を用いて印刷オプシ

ョンを指定すると , 指定した印刷オプションが反映

されたことを通知するメッセージが自動で返ってく

る . Fig.9は , 合言葉認証を行った画面である . 正しい

合言葉を入力した場合 , 認証に成功するが , 入力し

た合言葉が不正であると認証されない .  
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  Fig.7   Smartphone screen after preparing printing.  
 

 Fig.8  Smartphone screen after printing option has 
been set. 

 

複合機上で動作する画面をFig.10からFig.15までに示

す . 図示されているのは全て実際の複合機と同じ環

境のエミュレータを PC上で動作させたものである . 
Fig.10に示されているのは , アプリケーションを起動

した際の初期画面である . Fig.11は , スキャンを行い , 
正常に動作が完了したことを通知するメッセージが

表示されている画面である . 通知メッセージが閉じ

ら れ た 後 , Fig.12 の 画 面 に 遷 移 す る . Fig.12 で は , 
Fig.10の画面に選択ボタンが追加されていることが

わかる . これは , スキャンを行ったことで , モバイル

端末に転送することが可能となった画像データが複

合機内に生成されたためである . 選択ボタンを押下

することで , Fig.13の画面に遷移する . この画面にて , 
送信するデータ , 送信するユーザを選択する . 選択

後 , 接続ボタンを押下し , 送信するユーザと接続を

完了させた後 , 送信ボタンを押下し , データを送信

する . Fig.14は , メッセージの送信で使用するキーボ

ードの画面である . エミュレータ環境での画面であ

るため , アルファベット入力となっているが , 実機

では日本語も入力可能である . この画面から文字を

入力し , OKボタンを押下することでメッセージを送

信することが可能である . メッセージの送信が完了

するとFig.15に示す通知画面に遷移する . 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Fig.9 Smartphone screen after authenticate password.  

Fig.10   MFP starting screen. 

 

 Fig.16に複合機の動作の流れを , Fig.17にスマート

フォンから印刷するまでの流れを示す .  
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が分かってしまうと , だれでも印刷を行うことが可

能となる . そのため SkypEasyには , 合言葉機能があ

る . 合言葉は , SkypEasyごとに設定し , 連絡先を共有

したあと , 印刷 , スキャンデータの転送を行う前に

チャット , 音声通話にて入力する . それによって , 合
言葉を知っている人のみ使用することが可能である . 
合言葉の認証は , 一度行うと5分間操作されなくなる

まで継続される .  

 

Fig.17    Flow of the operation of the smartphone. 

 

3.6 印刷 

 合言葉機能で認証後 , 印刷する場合は , 印刷した

いファイルを送信し , スキャンデータを転送する場

合は , 複合機上で転送するファイル名と転送先のユ

ーザ名を指定し送信する . メッセージを送信する場

合も同様に , 送信先のユーザ名とメッセージを入力

し , 送信する . 印刷に対応している形式は , 画像デー

タやMicrosoft Office™で用いられているデータ , テキ

ストファイル , PDFである . 本論文で扱う拡張子を

Table 2に示す .  
 

Table 2  File Extensions. 

 

3.7 印刷オプション 

 印刷時, ファイルを送信する前に, チャット, 音

声通話にて印刷オプションを指定することが可能で

ある. 現状で対応しているオプションは, 両面印刷

と白黒印刷である. 印刷オプションを指定しなかっ

た場合は, 片面カラー印刷となる. 複数の印刷オプ

ションを同時に指定する場合は, 個別に送信するか

読点(、)で区切って指定する. 音声通話時では両面

印刷や白黒印刷と続けて発話することで指定可能で

ある.  

 

3.8 スキャンデータ転送 

 SkypEasyは , モバイル端末と複合機の間で , Skype
を用いて相互通信を行うので , Fig.18のようにモバイ

ル端末からの印刷やモバイル端末へのローカル・エ

リア・ネットワークの間でスキャンデータ転送を実

現する .  

Fig.18   SkypEasy system image. 

 

3.9 音声通信 

 モバイル端末では入力しにくい印刷オプションを

入力し易くするために , Skypeの音声通話機能を用い

て合言葉認証 , および印刷オプションの指定ができ

るようにしている . さらに , 合成音声を用いて , 返答

を行う . そのため , 会話をするかのように認証 , オプ

ション指定が可能である . 音声通話にて合言葉認証

をした場合は , 合言葉があっているかどうか , 印刷

オプションを指定した場合は , どんなオプションが

設定されたかが合成音声で返答される . この際 , 音
声認識・音声合成は , サーバ上で行われるため , モ
バイル端末のOSに依存することがない . そのため , 
音声認識が対応していないOSでも音声入力がサポー

トされていれば使用可能である .  
 

Table 3  Verification pattern. 

 
3.10 動作検証 

 実装したシステムが実際に利用可能であるかを検

証するため , 実際にシステムを使用し , 動作検証を

行った . 動作検証では , 複数のスマートフォン , ノー

トPCを用いて印刷し , スキャンデータの転送も行っ

た . 印刷では , PDF, xls, doc, jpg, png, txt, javaファイ
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Fig.11  Message on MFP screen when scanning has been 

completed. 

Fig.12   MFP screen after closing the “scanning 

completed” message.  

      Fig.13   MFP screen for selecting data.  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
       Fig.14   MFP screen showing keyboard.  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Fig.15  Message on MFP screen after sending has been 

completed.  

 

Fig.16  Flow of the operation of the MFP. 

 
3.5 合言葉機能 

 SkypeにはSkype IDがある . この IDから個人を特定

できるようになっている . したがって , このSkype ID

モバイル端末のための印刷・スキャン支援システム
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が分かってしまうと , だれでも印刷を行うことが可

能となる . そのため SkypEasyには , 合言葉機能があ

る . 合言葉は , SkypEasyごとに設定し , 連絡先を共有

したあと , 印刷 , スキャンデータの転送を行う前に

チャット , 音声通話にて入力する . それによって , 合
言葉を知っている人のみ使用することが可能である . 
合言葉の認証は , 一度行うと5分間操作されなくなる

まで継続される .  

 

Fig.17    Flow of the operation of the smartphone. 

 

3.6 印刷 

 合言葉機能で認証後 , 印刷する場合は , 印刷した

いファイルを送信し , スキャンデータを転送する場

合は , 複合機上で転送するファイル名と転送先のユ

ーザ名を指定し送信する . メッセージを送信する場

合も同様に , 送信先のユーザ名とメッセージを入力

し , 送信する . 印刷に対応している形式は , 画像デー

タやMicrosoft Office™で用いられているデータ , テキ

ストファイル , PDFである . 本論文で扱う拡張子を

Table 2に示す .  
 

Table 2  File Extensions. 

 

3.7 印刷オプション 

 印刷時, ファイルを送信する前に, チャット, 音

声通話にて印刷オプションを指定することが可能で

ある. 現状で対応しているオプションは, 両面印刷

と白黒印刷である. 印刷オプションを指定しなかっ

た場合は, 片面カラー印刷となる. 複数の印刷オプ

ションを同時に指定する場合は, 個別に送信するか

読点(、)で区切って指定する. 音声通話時では両面

印刷や白黒印刷と続けて発話することで指定可能で

ある.  

 

3.8 スキャンデータ転送 

 SkypEasyは , モバイル端末と複合機の間で , Skype
を用いて相互通信を行うので , Fig.18のようにモバイ

ル端末からの印刷やモバイル端末へのローカル・エ

リア・ネットワークの間でスキャンデータ転送を実

現する .  

Fig.18   SkypEasy system image. 

 

3.9 音声通信 

 モバイル端末では入力しにくい印刷オプションを

入力し易くするために , Skypeの音声通話機能を用い

て合言葉認証 , および印刷オプションの指定ができ

るようにしている . さらに , 合成音声を用いて , 返答

を行う . そのため , 会話をするかのように認証 , オプ

ション指定が可能である . 音声通話にて合言葉認証

をした場合は , 合言葉があっているかどうか , 印刷

オプションを指定した場合は , どんなオプションが

設定されたかが合成音声で返答される . この際 , 音
声認識・音声合成は , サーバ上で行われるため , モ
バイル端末のOSに依存することがない . そのため , 
音声認識が対応していないOSでも音声入力がサポー

トされていれば使用可能である .  
 

Table 3  Verification pattern. 

 
3.10 動作検証 

 実装したシステムが実際に利用可能であるかを検

証するため , 実際にシステムを使用し , 動作検証を

行った . 動作検証では , 複数のスマートフォン , ノー

トPCを用いて印刷し , スキャンデータの転送も行っ

た . 印刷では , PDF, xls, doc, jpg, png, txt, javaファイ
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Abstract 

The aim of this research is to study the educational effects of the hands-on theater training practiced in Fitness 2, an optional 
physical education course at the Takanawa Campus, and to obtain basic data for the future development of public 
achievement-oriented general education programs suitable for the students of the School of Information and 
Telecommunication Engineering. A questionnaire survey of 20 students (15 men and 5 women) who participated in the 
hands-on theater training course for the 2013 fall semester, which was conducted at the end of the course, revealed the 
following results: 

1) In general, students were satisfied with the amount of time required for the course, the theater chosen for the course, as 
well as the training content, and had favorable impressions of the hands-on theater training. At the same time, however, the 
survey showed that students are not familiar with theater in their lives. 

2) Approximately 80% of the students participating in the course were willing to participate in theater events in the future. 
The creation of a teaching system that forms part of the general education program and that can meet their future needs would 
be desirable. 

3) In their free comments, many students wrote about their recognition of the hands-on theater training as a valuable 
experience, the actual effects of watching theater performances, and their impressions about the hands-on theater training 
course. Students expressed interest in educational programs similar to this course. This form of education is considered to have 
significant educational effects. 

4) The survey results show that hands-on theater training has the possibility of drawing out students’ own creativity and 
communication skills and of increasing their satisfaction with education. The results suggest the positive effects of public 
achievement-oriented education, which may be developed for the university as a whole in the near future.  
 

Keywords: The hands-on theater training, Educational effects, Fitness2 (Dance) class 
キーワード：劇場体験実習 ,教育的効果 ,科目「フィットネス 2（ダンス）」 

 
1. 諸言 

 
2008年に東海大学情報通信学部が発足した当初,高

輪キャンパスにおける体育教育は一年次における必

修授業（合計2単位：「フィットネス理論実習」1単位

および「スポーツ理論実習」1単位）を主としており,

初年次教育として担う役割が大きかった.その後,学

生数や学年の増加と共に2010年度からは必修科目の

開講のみならず,体育関連の選択科目（自己形成科目）

が設定され始めた.そして学部発足から4年が経過し

た2013年度には,通年で開講された必修科目は2科目

30コマ,自己形成科目（選択科目）は9科目22コマとな

り1）,発足直後と比較すると学生への体育科目提供の

充実が行われてきた.昨年度行われた体育授業に関す

る調査の結果,総じて自己形成科目の履修学生は２，

３年次生が多く,初年次教育として開講される必修科

目とは到達目標や学生からのニーズ等が異なってき

ていることが明らかとなった2）. 

そこで自己形成科目においては,必修の体育授業が

修了した2年次以降の学生に対しても,東海大学体育

科目全体としての学習目標（「健康・体力の保持増進

を図るための能力を養う」「スポーツ等の活動を通し

て好ましい人間関係や社会的な行動を認識させる」

「心身を健康で豊かにする」など1））の実践を通じて

更なる教養教育の充実を行っていくことが今後望ま

れると考えられる.特に近年は,大学の大衆化・ユニバ

ーサル化による入学者の層の変化や家庭環境の変化

等３）に対応する必要が大きくなってきている.そこで

必修科目だけでなく学生自らが選択できる自己形成

*1 高輪教養教育センター 准教授 
School of Information and Telecommunication 
Engineering, Liberal Arts Education Center, 
Takanawa Campus, Associate Professor 

*2 情報通信学部 通信ネットワーク工学科 
School of Information and Telecommunication 
Engineering，Department of Communication and 
Network Engineering 
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ルを印刷し , さらに , Table 3のような組み合わせで両

面印刷 , 白黒印刷 , カラー印刷 , 片面印刷も行った . 
スキャンでは , スキャンデータの転送と , メッセー

ジの送信も行った . 動作検証の結果 , スマートフォ

ン , ノートPCの何れの場合も正常に印刷され , 印刷

オプションも適用された . スキャンではスキャンデ

ータが正常に転送され , メッセージが受信されるの

を確認した .  
 

4. 考察 

 

 動作検証の結果から , 本システムは要求仕様通り

に動作していることが分かる . しかし , 用紙切れな

どのプリンタの状態を通知する機能を今回想定して

いなかったため , 印刷が正常に完了したかどうかが

モバイル端末上では確認できないという問題が浮上

した . 状態の通知は , Skypeのメッセージ機能を使用

すれば , 相手のモバイル端末にプリンタの状態を通

知させることが可能である . その他にも , モバイル

端末の通信状況によっては , 通信速度が低下し , 印
刷したいデータを送信した際に , 送信が完了するま

でに時間がかかることがあった .  
最近では , Skype以外のSNSも発達しており , 本シ

ステムで Skypeを用いて行ったことと同等のことが

できるものも出てきている . そのため , 他のSNSでも

本システムの通信部分を補えると考えている . 例と

しては , LINEやViber™などが挙げられる . これらは

Skypeと同様に通話やファイル送信することが可能

なため補えると考えている .  
 

5. まとめ 

 

 本論文では , 複合機とSkypeを用いたモバイル端末

向けの印刷・スキャン支援システムについて述べた . 
さらに , システムの設計とシステムの実装について

も述べた . 今後 , 対応形式を増やすために , 印刷ファ

イルのフォーマット変換機能を増やし , プリンタの

状態を通知する機能も追加する . さらに , 通信部分

などのサーバが行っている処理を複合機内部に統合

し , コンパクトなシステムにすることを目指す . モ
バイル端末の通信状況によって , 印刷完了までに時

間がかかる問題は , 公衆無線LANを利用する , 電波

の良い場所に移動するなどして解決ができると考え

ている .  
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